
(57)【要約】

【課題】キルン本体と固定部材との間を確実に密封する

。

【解決手段】ロータリーキルン炉１は、キルン本体３の

外周面３ｄと固定部材１１，１７の開口との間隙を塞ぐ

複数のスプリングプレート３３を備えている。このプレ

ート３３に一定形状を有しない布状を呈する耐熱性のシ

ート部材５０が被せられているため、通常炉内の圧力が

負圧で運転されていることより、シート部材５０の内外

面に生じる圧力差を利用してシート部材５０をプレート

３３に十分に密着させることができ、キルン本体３が回

転したり傾斜したり等する場合であっても、シート部材

５０は、これらのキルン本体３の動作を阻害すること無

くこれらの動作に十分に追従し、プレート３３にシート

部材５０を確実に被せることが可能となる。従って、プ

レート３３間に生じる隙間によるガスの漏洩及び炉内へ

の外気の進入を確実に抑止できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 流 側 か ら 導 入 さ れ た 被 処 理 物 を 回 転 し な が ら 搬 送 し 燃 焼 さ せ る 円 筒 状 の キ ル ン 本 体 と
、
　 前 記 キ ル ン 本 体 の 上 流 側 及 び 下 流 側 が 挿 入 さ れ る 開 口 が 各 々 形 成 さ れ 、 前 記 キ ル ン 本 体
を 回 転 可 能 と す る 固 定 部 材 と 、 を 備 え 、
　 前 記 キ ル ン 本 体 の 外 周 面 と 前 記 開 口 と の 間 隙 を 塞 ぐ よ う に 、 前 記 開 口 の 周 縁 部 の 全 周 に
亘 っ て 配 列 さ れ た 複 数 の 板 状 部 材 と 、
　 一 定 形 状 を 有 し な い 布 状 を 呈 す る 耐 熱 性 の シ ー ト 部 材 と 、 を 有 し 、
　 前 記 板 状 部 材 は 、 一 端 が 前 記 周 縁 部 又 は 前 記 外 周 面 の い ず れ か 一 方 に 固 定 さ れ 、 他 端 が
前 記 周 縁 部 又 は 前 記 外 周 面 の 他 方 に 前 記 板 状 部 材 自 身 の 弾 性 力 に よ っ て 押 し 当 て ら れ て 摺
動 接 触 す る と 共 に 、 前 記 シ ー ト 部 材 が 被 せ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ロ ー タ リ ー キ ル ン
炉 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 産 業 廃 棄 物 等 を 焼 却 す る ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お い て は 、 被 処 理 物 を 搬 送 し 燃 焼 さ せ る キ ル ン 本 体 が 回
転 体 で あ り 、 こ の キ ル ン 本 体 が 挿 入 さ れ る 固 定 部 材 が 非 回 転 体 で あ る こ と か ら 、 こ れ ら 両
者 を 連 結 す る 連 結 部 に は 一 定 の ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て お り 、 こ の 連 結 部 の ク リ ア ラ ン
ス か ら 、 排 気 ガ ス が 漏 洩 し た り 、 外 気 が 進 入 し た り す る こ と を 抑 止 す る た め 、 当 該 連 結 部
に は 、 高 い シ ー ル 性 能 が 要 求 さ れ て い る 。 従 っ て 、 従 来 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 は 、 固 定 部
材 に 取 り 付 け ら れ キ ル ン 本 体 の 外 周 面 と 摺 動 接 触 す る 複 数 の 板 状 部 材 を 備 え 、 こ の 板 状 部
材 に よ り 連 結 部 が 密 封 さ れ て い る 。 し か し 、 キ ル ン 本 体 の 外 周 面 が 曲 面 で あ る 一 方 、 板 状
部 材 が 板 状 を 呈 し て い る た め 、 取 り 付 け ら れ た 板 状 部 材 間 に 微 小 な 隙 間 が 生 じ 、 こ の 板 状
部 材 間 の 隙 間 か ら 外 気 が 進 入 し て し ま う 等 の お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 回 転 し な が ら 被 処 理 物 を 搬 送 し 燃 焼 さ せ る キ ル ン 本
体 （ 回 転 シ リ ン ダ ー ） と 、 キ ル ン 本 体 に 挿 入 さ れ た 固 定 部 材 と 、 キ ル ン 本 体 と 固 定 部 材 と
の 連 結 部 に 設 け ら れ キ ル ン 本 体 に 摺 動 接 触 す る 複 数 の 板 状 部 材 （ ば ね 板 部 材 ） と 、 板 状 部
材 に 重 な り 合 う よ う に 配 置 さ れ 可 撓 性 を 有 す る 複 数 の 可 撓 性 被 覆 部 材 と 、 を 備 え た ロ ー タ
リ ー キ ル ン 炉 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 で は 、 板 状 部 材 間 か ら 漏 れ る ガ
ス が 可 撓 性 被 覆 部 材 に よ り 密 閉 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ － ３ ０ ５ ２ ８ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 で は 、 キ ル ン 本 体 の 回 転 に 対 し て 可 撓 性 被 覆 部 材 が 追 従 し
き れ ず 、 よ っ て 、 板 状 部 材 間 に 生 じ た 隙 間 を 十 分 に 密 封 す る こ と が で き な い お そ れ が あ っ
た 。 さ ら に 、 例 え ば 、 キ ル ン 本 体 内 に 被 処 理 物 が 滞 留 す る 滞 留 時 間 を 調 節 す る た め に キ ル
ン 本 体 を 傾 動 さ せ る 場 合 、 上 記 従 来 技 術 で は 、 こ の 傾 動 に 対 し て も 可 撓 性 被 覆 部 材 が 追 従
し き れ ず 、 こ の こ と か ら も 、 板 状 部 材 間 の 隙 間 を 十 分 に 密 封 す る こ と が で き な い お そ れ が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 キ ル ン 本 体 と 固 定 部 材 と の 間 を 確 実 に 密 封 す る こ と が で き る ロ ー タ
リ ー キ ル ン 炉 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 は 、 上 流 側 か ら 導 入 さ れ
た 被 処 理 物 を 回 転 し な が ら 搬 送 し 燃 焼 さ せ る 円 筒 状 の キ ル ン 本 体 と 、 キ ル ン 本 体 の 上 流 側
及 び 下 流 側 が 挿 入 さ れ る 開 口 が 各 々 形 成 さ れ 、 キ ル ン 本 体 を 回 転 可 能 と す る 固 定 部 材 と 、
を 備 え 、 キ ル ン 本 体 の 外 周 面 と 開 口 と の 間 隙 を 塞 ぐ よ う に 、 開 口 の 周 縁 部 の 全 周 に 亘 っ て
配 列 さ れ た 複 数 の 板 状 部 材 と 、 一 定 形 状 を 有 し な い 布 状 を 呈 す る 耐 熱 性 の シ ー ト 部 材 と 、
を 有 し 、 板 状 部 材 は 、 一 端 が 周 縁 部 又 は 外 周 面 の い ず れ か 一 方 に 固 定 さ れ 、 他 端 が 周 縁 部
又 は 外 周 面 の 他 方 に 板 状 部 材 自 身 の 弾 性 力 に よ っ て 押 し 当 て ら れ て 摺 動 接 触 す る と 共 に 、
シ ー ト 部 材 が 被 せ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 本 発 明 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に よ れ ば 、 キ ル ン 本 体 の 外 周 面 と 固 定 部 材 の 開 口 と の
間 隙 を 塞 ぐ 複 数 の 板 状 部 材 に 、 一 定 形 状 を 有 し な い 布 状 を 呈 す る 耐 熱 性 の シ ー ト 部 材 が 被
せ ら れ て い る た め 、 通 常 炉 内 の 圧 力 が 負 圧 で 運 転 さ れ て い る こ と よ り 、 シ ー ト 部 材 の 内 外
面 に 生 じ る 圧 力 差 を 利 用 し て シ ー ト 部 材 を 板 状 部 材 に 十 分 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 さ
ら に 、 こ の よ う に 、 シ ー ト 部 材 が 一 定 形 状 を 有 し な い 布 状 を 呈 す る た め 、 キ ル ン 本 体 が 回
転 し た り 傾 斜 し た り 等 す る 場 合 で あ っ て も 、 シ ー ト 部 材 は 、 こ れ ら の キ ル ン 本 体 の 動 作 を
阻 害 す る こ と 無 く こ れ ら の 動 作 に 十 分 に 追 従 す る こ と が で き る 、 す な わ ち 、 板 状 部 材 に シ
ー ト 部 材 を 確 実 に 被 せ る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 板 状 部 材 間 に 生 じ る 隙 間 に よ る ガ ス
の 漏 洩 及 び 炉 内 へ の 外 気 の 進 入 を 確 実 に 抑 止 し 、 キ ル ン 本 体 と 固 定 部 材 と の 間 を 確 実 に 密
封 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 キ ル ン 本 体 と 固 定 部 材 と の 間 を 確 実 に 密 封 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、
図 面 の 説 明 に お い て 同 一 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ６ に 基 づ い て
説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 図
１ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お け る キ ル ン 本 体 と 二 次 燃 焼 炉 と の 間 を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 図
１ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お け る キ ル ン 本 体 と 二 次 燃 焼 炉 と の 間 を 示 す 拡 大 斜 視 図 、 図 ４
は 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お け る キ ル ン 本 体 と 二 次 燃 焼 炉 と の 間 を 示 す 断 面 図 、 図 ５
は 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 の ス プ リ ン グ プ レ ー ト を 示 す 斜 視 図 、 図 ６ は 図 １ の ロ ー タ リ
ー キ ル ン 炉 の シ ー ト 部 材 を 示 す 一 部 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン
炉 １ は 、 水 平 設 置 面 Ｚ に 設 置 さ れ た 横 型 回 転 式 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 で あ っ て 、 キ ル ン 本
体 ３ と 、 フ ロ ン ト ウ ォ ー ル （ 固 定 部 材 ） １ １ と 、 二 次 燃 焼 炉 （ 二 次 燃 焼 塔 ； 固 定 部 材 ） １
７ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 キ ル ン 本 体 ３ は 、 例 え ば 直 径 約 ５ ｍ の 円 筒 状 を 呈 し 、 そ の 内 壁 が 耐 火 材 で 内 張 り さ れ て
い る 。 こ の キ ル ン 本 体 ３ は 、 ベ ー ス ５ 上 に 固 定 さ れ た ２ つ の 支 持 部 ７ に よ り 回 転 可 能 に 支
持 さ れ る と 共 に 、 ベ ー ス ５ 上 の 駆 動 装 置 ９ を 駆 動 源 と し て 回 転 す る 。 こ の キ ル ン 本 体 ３ は
、 回 転 軸 線 Ａ を 傾 斜 さ せ て 設 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 キ ル ン 本 体 ３ 内 に 投 入 さ れ た 例
え ば 産 業 廃 棄 物 等 の 被 処 理 物 を 燃 焼 し つ つ 、 高 い 側 か ら 低 い 側 に 流 動 さ せ る 。 ベ ー ス ５ は
、 支 持 部 ２ ３ ａ に 支 持 さ れ る と 共 に 、 ヒ ン ジ 部 ２ １ 及 び 油 圧 ジ ャ ッ キ ２ ５ を 有 し て お り 、
油 圧 ジ ャ ッ キ ２ ５ の 伸 縮 に よ り ヒ ン ジ 部 ２ １ を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ は 、 ベ ー ス ５ 上 に 固 定 さ れ て お り 、 キ ル ン 本 体 ３ が 回 転 可 能 に 挿
入 さ れ る 。 こ の フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ に は 、 キ ル ン 本 体 ３ 内 に 連 通 す る 投 入 部 １ ５ が 設 け
ら れ て お り 、 当 該 投 入 部 １ ５ に よ り 被 処 理 物 が キ ル ン 本 体 ３ 内 に 投 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 二 次 燃 焼 炉 １ ７ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 筒 状 （ 建 屋 の 構 造 ） を 呈 し 、 内 壁 が 耐 火 材 で 内 張
さ れ て い る 。 こ の 二 次 燃 焼 炉 １ ７ は 、 水 平 設 置 面 Ｚ に 固 定 さ れ て お り 、 キ ル ン 本 体 ３ が 回
転 可 能 に 挿 入 さ れ る 。 二 次 燃 焼 炉 １ ７ は 、 キ ル ン 本 体 ３ 内 で 発 生 し た 一 酸 化 炭 素 等 の 未 燃
焼 ガ ス を 二 次 燃 焼 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 キ ル ン 本 体 ３ の 下 流 側 端 部 ３ ｂ は 、 二 次 燃 焼 炉 １ ７ に 形 成 さ
れ た 円 形 開 口 （ 開 口 ） １ ７ ａ に 挿 入 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 下 流 側 端 部
３ ｂ は 、 円 形 開 口 １ ７ ａ を 介 し て 二 次 燃 焼 炉 １ ７ の 内 部 に 突 出 し て 進 入 し 、 二 次 燃 焼 炉 １
７ と キ ル ン 本 体 ３ と の 内 部 が 連 通 し て い る 。 円 形 開 口 １ ７ ａ は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 径 よ り
も や や 大 径 に 設 け ら れ て お り 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 周 面 ３ ｄ と 、 二 次 燃 焼 炉 １ ７ の 円 形 開 口
１ ７ ａ と の 間 に は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 回 転 を 許 容 す る た め の 間 隙 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 間 隙 を 塞 い で キ ル ン 本 体 ３ と 二 次 燃 焼 炉 １ ７ と の 間 の 密 封 状 態 を 維 持 す る た め 、 円
形 開 口 １ ７ ａ の 周 縁 部 に は 、 取 付 部 ３ １ を 介 し て 複 数 の ス プ リ ン グ プ レ ー ト （ 板 状 部 材 ）
３ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ は 、 長 さ 約 ５ ０
ｃ ｍ 、 幅 約 ２ ０ ｃ ｍ 、 厚 さ 約 ０ ． ８ ｍ ｍ 程 度 の サ イ ズ を 有 す る と 共 に 、 弾 性 変 形 可 能 な 矩
形 の 板 状 部 材 で あ り 、 Ｓ Ｓ ４ ０ ０ 等 の 圧 延 鋼 材 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ が 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る ス プ リ ン
グ プ レ ー ト ３ ３ に 重 な り な が ら 円 形 開 口 １ ７ ａ の 全 周 に 亘 っ て 配 列 さ れ て い る 。 こ の 各 ス
プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ は 、 ボ ル ト 穴 ３ ３ ａ が 形 成 さ れ た 基 端 （ 一 端 ） ３ ３ ｂ 側 に お い て 取
付 部 ３ １ に ボ ル ト 止 め さ れ 、 各 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ の 遊 端 （ 他 端 ） ３ ３ ｃ は 、 ス プ リ
ン グ プ レ ー ト ３ ３ 自 身 の 曲 げ 方 向 の 弾 性 力 に よ り 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 周 面 ３ ｄ に 摺 動 接 触
す る よ う に 押 し 当 て ら れ て い る 。 そ し て 、 各 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ の キ ル
ン 本 体 ３ の 外 周 面 ３ ｄ と の 位 置 関 係 に 応 じ て 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 周 面 ３ ｄ に 対 向 す る 側 に
凸 と な っ て 反 る よ う に 弾 性 変 形 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 外 周 面 ３ ｄ と 円 形 開 口
１ ７ ａ と の 間 の 間 隙 が ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ に よ っ て 塞 が れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 キ ル ン 本 体 ３ の 上 流 側 端 部 ３ ａ は 、 フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ に 形 成 さ れ た 円 形 開 口
（ 開 口 ） １ １ ａ に 挿 入 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 上 流 側 端 部 ３ ａ は 、 円 形
開 口 １ １ ａ を 介 し て フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ の 内 部 に 突 出 し て 進 入 し 、 前 述 の よ う に 、 投 入
部 １ ５ と キ ル ン 本 体 ３ と の 内 部 が 連 通 さ れ て い る 。 円 形 開 口 １ １ ａ は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外
径 よ り も や や 大 径 に 設 け ら れ て お り 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 周 面 ３ ｄ と 、 フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １
１ の 円 形 開 口 １ １ ａ と の 間 に は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 回 転 を 許 容 す る た め の 間 隙 が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 間 隙 を 塞 い で キ ル ン 本 体 ３ と フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ と の 間 の 密 封 状 態 を 維
持 す る た め 、 キ ル ン 本 体 ３ の 下 流 側 端 部 ３ ｂ と 同 様 に 、 フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ の 円 形 開 口
１ １ ａ の 周 縁 部 に 取 付 部 ３ １ を 介 し て 複 数 の ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ の 一 端 が 取 り 付 け ら
れ 、 他 端 が ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ 自 身 の 曲 げ 方 向 の 弾 性 力 に よ り 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 周
面 ３ ｄ に 摺 動 接 触 す る よ う に 押 し 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ で 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 １ に お い て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 キ ル ン 本 体 ３ と フ ロ
ン ト ウ ォ ー ル １ １ と の 間 、 及 び キ ル ン 本 体 ３ と 二 次 燃 焼 炉 １ ７ と の 間 に 取 り 付 け ら れ た ス
プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ に は 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ ～ 図 ４
に 示 す よ う に 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ に シ ー ト 部 材 ５ ０ が 被 せ ら れ て 、 ス プ リ ン グ プ レ
ー ト ３ ３ が シ ー ト 部 材 ５ ０ に 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ ー ト 部 材 ５ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 一 定 形 状 を 有 し な い 布 状 の 耐 熱 性 材 か ら な り 、
例 え ば ガ ラ ス 繊 維 系 シ ー ト や テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 系 シ ー ト が 用 い ら れ る 。 こ こ で の シ ー
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ト 部 材 ５ ０ は 、 帯 状 に 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ を シ
ー ト 部 材 ５ ０ で 覆 う 際 の 作 業 性 が 向 上 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の シ ー ト 部 材 ５ ０ は 、 図 ３
及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ５ １ に よ り 縛 り 付 け ら れ 、 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 ワ イ ヤ
５ １ に 代 え て 、 例 え ば 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ と シ ー ト 部 材 ５ ０ と を シ ー ル ワ ッ シ ャ 等
の シ ー ル 機 構 を 介 し て ボ ル ト 止 め し て 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ が ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ に 固 定
さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に 基 づ き 、 被 処 理 物 が 投 入 部 １ ５ を 通 じ て 、 回 転 軸 線 Ａ を 中 心 に 回 転 す
る キ ル ン 本 体 ３ に 導 入 さ れ る と 、 被 処 理 物 は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 下 り 勾 配 と 回 転 と に よ っ て
、 矢 印 Ｙ 方 向 に 搬 送 さ れ つ つ 二 次 燃 焼 炉 １ ７ 内 及 び フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ に 設 け ら れ た バ
ー ナ ー （ 図 示 し な い ） に よ り 燃 焼 す る 。 そ し て 、 被 処 理 物 の 燃 焼 の 際 に キ ル ン 本 体 ３ 内 で
発 生 し た 未 燃 焼 ガ ス は 、 二 次 燃 焼 室 １ ７ 内 を 上 昇 し な が ら 燃 焼 し 、 後 段 の 処 理 へ 送 ら れ る
一 方 、 キ ル ン 本 体 ３ の 下 流 側 端 部 ３ ｂ に 達 し た 被 処 理 物 は 、 下 流 側 端 部 ３ ｂ か ら 二 次 燃 焼
炉 １ ７ の 下 方 に 落 下 し て 、 後 段 の 処 理 へ 送 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 キ ル ン 本 体 ３ の 外 周 面 ３ ｄ が 曲 面 で あ る 一 方 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ が 板 状
で あ る た め に 、 隣 接 す る ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ の 曲 が り 部 分 に 微 小 な 隙 間 が 生 じ て 当 該
隙 間 に よ り 燃 焼 ガ ス の 漏 洩 及 び 炉 内 へ の 外 気 の 進 入 （ 希 釈 ） の お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ こ で 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 １ で は 、 上 述 の よ う に 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ を 一 定 形
状 を 有 し な い 布 状 の シ ー ト 部 材 ５ ０ に て 覆 っ て い る 。 通 常 炉 内 の 圧 力 は 負 圧 で 運 転 さ れ る
た め 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ の 内 外 面 に 生 じ る 圧 力 差 を 利 用 し て シ ー ト 部 材 ５ ０ を ス プ リ ン グ プ
レ ー ト ３ ３ に 十 分 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 加 え て 、 こ の よ う に 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ が 一
定 形 状 を 有 し な い 布 状 で あ る た め 、 当 該 シ ー ト 部 材 ５ ０ が キ ル ン 本 体 ３ の 回 転 を 阻 害 す る
こ と 無 く こ の 回 転 に 十 分 に 追 従 す る 、 す な わ ち 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ を シ ー ト 部 材 ５
０ で 確 実 に 覆 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 １ に よ れ ば 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ 同 士 間
に 生 じ る 隙 間 に よ る ガ ス の 漏 洩 及 び 炉 内 へ の 外 気 の 進 入 を 確 実 に 抑 止 し 、 キ ル ン 本 体 ３ と
フ ロ ン ト ウ ォ ー ル １ １ と の 間 、 及 び キ ル ン 本 体 ３ と 二 次 燃 焼 炉 １ ７ と の 間 を 確 実 に 密 封 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 例 え ば ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ の よ う な 板 状 の 密 封 部 材 に よ り 密 封 す る 場 合 、
そ の 基 端 と 遊 端 と を 取 り 付 け る 高 さ 位 置 （ キ ル ン 本 体 ３ の 半 径 方 向 の 位 置 ） が 異 な る た め
、 取 り 付 け 状 態 に お い て 、 密 封 部 材 の キ ル ン 本 体 内 側 が 大 き く 重 な り 合 っ た り 、 内 側 が 大
き く 重 な り 合 わ な い よ う に す る と 密 封 部 材 の キ ル ン 本 体 外 側 が 大 き く 隔 離 し て し ま っ た り
し て し ま い 、 密 封 性 が 低 下 す る 問 題 が あ る が 、 こ の よ う に 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ が 一 定 形 状 を
有 し な い 布 状 で あ る た め 、 上 記 の 密 封 性 低 下 を 考 慮 せ ず に 、 高 い 密 封 性 及 び 作 業 性 を 得 る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ は 、 ワ イ ヤ ５ １ に よ り 縛 り 付 け ら れ 、 固 定 さ れ て い る た め 、 例 え
ば ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 １ の 運 転 停 止 時 の よ う に 炉 内 の 圧 力 が 負 圧 で 無 い 場 合 に お い て 、 シ
ー ト 部 材 ５ ０ が ず れ 落 ち て し ま う 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 １ で は 、 油 圧 ジ ャ ッ キ ２ ５ を 伸 縮 さ せ る と 、 ヒ ン ジ 部 ２
１ を 中 心 と し て ベ ー ス ５ が 回 動 し （ 図 １ の Ｂ 方 向 ） 、 キ ル ン 本 体 ３ の 回 転 軸 線 Ａ の 傾 斜 角
度 が 変 更 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 被 処 理 物 の 滞 留 時 間 を 調 整 す る こ と が で き 、 良 好 な 焼 却 処
理 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 二 次 燃 焼 炉 １ ７ は 、 ベ ー ス ５ に 支 持 さ れ て お ら ず 、 水 平 設 置 面 Ｚ に 固 定 さ れ て
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い る た め 、 キ ル ン 本 体 ３ の 傾 斜 角 を 変 更 し た 場 合 に は 、 キ ル ン 本 体 ３ と 二 次 燃 焼 炉 １ ７ と
間 の 位 置 関 係 が 変 化 す る 。 従 っ て 、 従 来 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 で の キ ル ン 本 体 ３ と 二 次 燃
焼 炉 １ ７ と の 間 の 構 造 に お い て は 、 こ の 傾 斜 に よ る 位 置 関 係 の 変 化 に 封 止 部 （ 可 撓 性 被 覆
部 材 等 ） が 追 従 し き れ ず 、 キ ル ン 本 体 ３ と 二 次 燃 焼 炉 １ ７ と の 間 か ら 排 ガ ス が 漏 れ た り 、
逆 に 外 部 か ら の 不 要 な 空 気 が 流 入 し た り す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し か し な が ら 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 １ で は 、 前 述 の よ う に 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ が 一 定 形 状
を 有 し な い 布 状 で あ る た め 、 シ ー ト 部 材 ５ ０ は 、 キ ル ン 本 体 ３ の 傾 斜 角 の 変 更 を 許 容 し て
こ の 傾 斜 に 十 分 に 追 従 す る 。 す な わ ち 、 キ ル ン 本 体 ３ が 回 転 し 且 つ 傾 斜 し て も 、 シ ー ト 部
材 ５ ０ は 、 こ れ ら の キ ル ン 本 体 ３ の 動 作 を 阻 害 す る こ と 無 く こ れ ら の 動 作 に 十 分 に 追 従 す
る こ と が で き 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ を シ ー ト 部 材 ５ ０ で 確 実 に 覆 う こ と が 可 能 と な る
。 よ っ て 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト ３ ３ 間 か ら の ガ ス の 漏 洩 及 び 炉 内 へ の 外 気 の 進 入 を 確 実 に
抑 止 し 、 確 実 に 密 封 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト 部 材 は 帯 状 に 一 体 に 形 成 さ れ て い る が
、 分 割 さ れ 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 シ ー ト 部 材 は 、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト 間 に 生 じ る 隙 間 が 少 な く と も 覆 わ れ て い れ ば
、 ス プ リ ン グ プ レ ー ト の 全 体 を 覆 わ な く と も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 は 、 上 記 の よ う に 燃 焼 炉 と し て 用 い る 他 、 例 え
ば 灰 等 の 廃 棄 物 を 溶 融 す る 溶 融 炉 と し て も 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お け る キ ル ン 本 体 と 二 次 燃 焼 炉 と の 間 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お け る キ ル ン 本 体 と 二 次 燃 焼 炉 と の 間 を 示 す 拡 大 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 に お け る キ ル ン 本 体 と 二 次 燃 焼 炉 と の 間 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 の ス プ リ ン グ プ レ ー ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 の シ ー ト 部 材 を 示 す 一 部 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ … ロ ー タ リ ー キ ル ン 炉 、 ３ … キ ル ン 本 体 、 １ １ … フ ロ ン ト ウ ォ ー ル （ 固 定 部 材 ） 、 １
１ ａ … 円 形 開 口 （ 開 口 ） 、 １ ７ … 二 次 燃 焼 炉 （ 固 定 部 材 ） 、 １ ７ ａ … 円 形 開 口 （ 開 口 ） 、
３ ３ … ス プ リ ン グ プ レ ー ト （ 板 状 部 材 ） 、 ５ ０ … シ ー ト 部 材 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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